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渡邉 航之助,千葉 恒,大木 望,白石 和輝,岩本 直樹,上谷 雅孝,川上 純,尾崎 誠: HR-pQCTによる関節リウマチの関節

微細構造解析 関節裂隙狭小化、骨びらん、傍関節骨粗鬆症の相関関係. 日本整形外科学会雑誌 94(3): S605, 2020.

荒牧俊幸,内田智久,來留島章太,寺田馨,江口勝美,植木幸孝,岩本直樹,一瀬邦弘,川上純: 日常診療下での生物学的製

剤寛解中止に関する検討. 九州リウマチ 40(1):  2020.

玉井 慎美,野中 文陽,延末 謙一,山梨 啓友,川尻 真也,有馬 和彦,青柳 潔,前田 隆浩,川上 純: 住民健康診査における抗

CCP抗体陽性健常者の前向き研究. 日本内科学会雑誌 109(Suppl.): 182, 2020.

藤原 勇輝,中尾 朋恵,堀江 一郎,相川 恵莉加,酒匂 あやか,中嶋 遥美,重野 里代子,伊藤 文子,原口 愛,夏田 昌子,赤澤

諭,二口 充,福岡 順也,金子 賢一,阿比留 教生,川上 純: 術前に側頸嚢胞と思われた異所性甲状腺組織に発生した甲

状腺乳頭癌の一例. 日本内分泌学会雑誌 95(4): 1343, 2020.

折口智樹: リウマチ性多発筋痛症（PMR). 免疫・炎症疾患のすべて, 日本医師会 : 216-218, 2020.

川上　純, 自己免疫疾患に関する調査研究, 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）: 自己免疫

疾患に関する調査研究, 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）令和元年度総括研究報告書.
自己免疫疾患に関する調査研究, 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）令和元年度総括研究

報告書 :  2020.

川上　純, 強直性脊椎炎に代表される脊椎関節炎の疫学調査・診断基準作成と診療ガイドライン策定を目指した

大規模多施設研究, 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）: 乾癬性観閲炎, 強直性脊椎炎に代

表される脊椎関節炎の疫学調査・診断基準作成と診療ガイドライン策定を目指した大規模多施設研究, 厚生労働

科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）令和元年度研究分担報告書. 強直性脊椎炎に代表される脊椎関

節炎の疫学調査・診断基準作成と診療ガイドライン策定を目指した大規模多施設研究, 厚生労働科学研究費補助

金（難治性疾患等政策研究事業）令和元年度研究分担報告書 :  2020.
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赤澤 諭,原口 愛,鎌田 昭江,堀江 一郎,小笹 総一郎,赤羽目 翔悟,山梨 啓友,有吉 紅也,阿比留 教生,川上 純: 肺炎を契

機に重症の遷延性低血糖を生じた非糖尿病者の1例. 糖尿病 63(4): 258, 2020.

山崎 悠介,川原 仁美,重野 里代子,相川 恵莉加,中嶋 遥美,原口 愛,堀江 一郎,阿比留 教生,川上 純: 薬剤性低血糖発作

と乳酸アシドーシス、ケトアシドーシスを併発した2型糖尿病の1例. 糖尿病 63(4): 242, 2020.

明島 淳也,堀江 一郎,阿比留 教生: 長崎県における糖尿病診療の現状と課題. 糖尿病 63(4): 223-224, 2020.

一瀬 邦弘: 二次性糸球体疾患の基礎と臨床 ループス腎炎の腎局在細胞を介した病態解明. 日本腎臓学会誌 62(4):
231, 2020.

中川 惇,藤川 敬太,梅津 彩香,赤城 翠,遠藤 友志郎,古賀 智裕,溝上 明成,川上 純: TNF受容体関連周期性症候群に皮

膚筋炎を合併しトシリズマブを使用した症例. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 789,
2020.

山口 絢子,平田 信太郎,宮本 俊明,谷村 一秀,岩井 秀之,金子 祐子,竹内 勤,天野 宏一,岩本 直樹,川上 純,村上 美帆,西
本 憲弘,渥美 達也,住田 孝之,三森 経世,山中 寿,藤尾 圭志,中野 和久,田中 良哉: MTXと生物学的製剤で寛解達成し

た関節リウマチ治療における減量・休薬の展望 FREE-J試験より. 九州リウマチ 40(1): S20, 2020.

川尻 真也,遠藤 友志郎,西野 文子,川上 純,吉玉 珠美,榮樂 信隆,植木 幸孝,松岡 直樹,岡田 覚丈,都留 智巳,日高 利彦,
藤川 敬太,濱田 浩朗,永野 修司,有信 洋二郎,多田 芳史: 寛解導入後の関節リウマチにおける関節超音波評価の有用

性 九州地区多施設共同超音波コホート研究より. 九州リウマチ 40(1): S15, 2020.

遠藤 友志郎,古賀 智裕,住吉 玲美,古川 かおり,川上 純: 多中心性キャッスルマン病における自己炎症疾患関連遺伝

子の検討. 九州リウマチ 40(1): S13, 2020.

鎌田 昭江,阿比留 教生,二里 哲朗,山本 広美,川上 純: 糖尿病専門医の働き方改革を目指して ダイア・ゲートを用

いた令和時代の周術期血糖管理. 糖尿病 63(4): 266, 2020.

川上 純: 関節リウマチ治療で注意すべき合併症とマネジメント. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・

抄録集 64回: 824, 2020.

古藤 世梨奈,鈴木 貴久,松尾 巴瑠奈,川上 純: 手指を含む広範な皮膚硬化を認め全身性強皮症と鑑別を要した好酸

球性筋膜炎の一例. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 666, 2020.

荒牧 俊幸,内田 智久,来留島 章太,岩本 直樹,一瀬 邦弘,寺田 馨,江口 勝美,植木 幸孝,川上 純: 関節リウマチ患者に対

する日常診療下でのトファシチニブの2年治療継続率、治療効果、有害事象に関する検討. 日本リウマチ学会総

会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 649, 2020.

内田 智久,荒牧 俊幸,來留島 章太,道辻 徹,岩本 直樹,一瀬 邦弘,寺田 馨,江口 勝美,植木 幸孝,川上 純: 日常診療下に

おけるRA患者に対する24週のsarilumabの臨床効果と安全性についての検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プ

ログラム・抄録集 64回: 638, 2020.

白髭 知之,岩永 希,寶來 吉朗,和泉 泰衛,川上 純: 尿蛋白増加とともに発症した、巨細胞性動脈炎の一例. 日本リウ

マチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 787, 2020.

松下 雄太,岩永 希,寶来 吉朗,和泉 泰衛,川上 純: 治療抵抗性の広範な出血性小腸潰瘍を来し、救命できなかった

IgA血管炎の一例. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 756, 2020.

松尾 巴瑠奈,古藤 世梨奈,鈴木 貴久,川上 純: 妊娠を契機に全身性エリテマトーデスによる好中球減少が顕在化し

た一例. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 742, 2020.

藤田 雄也,松本 聖生,天目 純平,古谷 牧子,松岡 直紀,浅野 智之,佐藤 秀三,小林 浩子,渡辺 浩志,川上 純,右田 清志:
各種JAK阻害薬の自然免疫系細胞JAK2シグナル伝達に与える影響. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラ

ム・抄録集 64回: 727, 2020.

鈴木 貴久,古藤 世梨奈,松尾 巴瑠奈,道辻 徹,川上 純: 関節リウマチに対するTocilizumab加療継続下に肺非結核性抗

酸菌症に3剤併用療法を導入し奏功した1例. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 723,
2020.
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原 万怜,古賀 智裕,遠藤 友志郎,住吉 玲美,梅津 彩香,西畑 伸哉,道辻 徹,岡本 百々子,辻 良香,辻 創介,高谷 亜由子,清
水 俊匡,井川 敬,川尻 真也,岩本 直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純: 当院の家族性地中海熱患者

におけるコルヒチンの有効性および継続率に関連する因子の検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラ

ム・抄録集 64回: 622, 2020.

脇口 宏之,久保 誠,橋本 邦生,岩本 直樹,川上 純: クリオピリン関連周期熱症候群の感音性難聴に対する早期カナキ

ヌマブ療法の有効性. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 621, 2020.

井川 敬,一瀬 邦弘,岡本 百々子,高谷 亜由子,矢嶋 宣幸,佐田 憲映,吉見 竜介,大野 滋,梶山 浩,佐藤 秀三,下島 恭弘,藤
原 道雄,梅津 彩香,原 万怜,西畑 伸哉,道辻 徹,遠藤 友志郎,辻 創介,辻 良香,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真
也,岩本 直樹,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純: SLE・抗リン脂質抗体症候群(臨床) LUNAレジストリを用い

たループス腎炎患者における心血管イベントと発症予測因子としての抗SS-A抗体の関連性の検討 A cross-
sectional study. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 502, 2020.

岡本 百々子,一瀬 邦弘,大山 要,佐田 憲映,梅津 彩香,原 万怜,道辻 徹,西畑 伸哉,辻 良香,遠藤 友志郎,辻 創介,高谷 亜
由子,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,要 伸也,針谷 正祥,川上

純: 中小型血管炎(ANCA関連血管炎) ANCA関連血管炎(AAV)における血清中免疫複合体の関与についての検討.
日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 476, 2020.

岩本 直樹,鈴木 貴久,岡田 覚丈,古賀 智裕,川尻 真也,藤川 敬太,荒牧 俊幸,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,溝上 明成,
折口 智樹,植木 幸孝,江口 勝美,川上 純: 関節リウマチ患者におけるバリシチニブの有効性および安全性の検討 ト
ファシチニブからの切り替え療法含めて. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 576, 2020.

辻 良香,玉井 慎美,川尻 真也,野中 文陽,有馬 和彦,梅津 彩香,原 万怜,道辻 徹,西畑 伸哉,岡本 百々子,遠藤 友志郎,辻
創介,高谷 亜由子,井川 敬,住吉 玲美,清水 俊匡,古賀 智裕,岩本 直樹,一瀬 邦弘,中村 英樹,折口 智樹,川上 純: 住民健

康診断における関節リウマチと抗CCP抗体に着目した口腔内細菌叢解析. 日本リウマチ学会総会・学術集会プロ

グラム・抄録集 64回: 558, 2020.

赤城 翠,藤川 敬太,鈴木 貴久,岡田 覚丈,岡本 百々子,川尻 真也,岩本 直樹,溝上 明成,川上 純: PMR、RS3PE、免疫

チェックポイント阻害薬関連関節炎inhibitors 免疫チェックポイント阻害薬に関連した関節炎の検討. 日本リウマ

チ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 513, 2020.

道辻 徹,岩本 直樹,梅津 彩香,原 万怜,辻 良香,西畑 伸哉,岡本 百々子,遠藤 友志郎,辻 創介,井川 敬,高谷 亜由子,清水

俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純: 中小型血管炎(ANCA関連血

管炎) 当院における高齢発症のANCA関連血管炎の特徴. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集

64回: 509, 2020.

一瀬 邦弘,井川 敬,岡本 百々子,矢嶋 宣幸,佐田 憲映,吉見 竜介,大野 滋,下島 恭弘,梶山 浩,佐藤 秀三,藤原 道雄,西畑

伸哉,道辻 徹,遠藤 友志郎,辻 創介,辻 良香,高谷 亜由子,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,玉井 慎
美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純: SLE・抗リン脂質抗体症候群(臨床) 全身性エリテマトーデス患者のカルシニュー

リン阻害剤による悪性腫瘍発生への影響についての検討 LUNAレジストリを用いた後ろ向き観察研究. 日本リウ

マチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 503, 2020.

江口 勝美,内田 智久,來留島 章太,荒牧 俊幸,寺田 馨,道辻 徹,岩本 直樹,川上 純,飛田 あゆみ,植木 幸孝: リウマチ性

疾患の合併症(関節リウマチを中心に) HTLV-1感染RA患者の臨床像及びHTLV-1プロウイルス量の経時的検討 単
一施設におけるコホート研究. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 465, 2020.

岩本 直樹,渡邉 航之助,白石 和輝,大木 望,千葉 恒,古賀 智裕,川尻 真也,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,尾
崎 誠,川上 純: リウマチ性疾患の画像 HR-pQCTを用いた関節リウマチ治療経過における関節構造変化の解析. 日
本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 421, 2020.

藤川 敬太,赤城 翠,溝上 明成,川上 純: リウマチ性疾患の画像 全身性エリテマトーデスにおける関節超音波所見の

検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 419, 2020.

清水 俊匡,中村 英樹,西畑 伸哉,高谷 亜由子,住吉 玲美,井川 敬,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,
折口 智樹,川上 純: シェーグレン症候群 シェーグレン症候群における腺病変と関連する因子 唾液腺超音波を用い

た検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 475, 2020.

住吉 玲美,古賀 智裕,梅津 彩香,原 万怜,道辻 徹,西畑 伸哉,辻 良香,岡本 百々子,遠藤 友志郎,辻 創介,高谷 亜由子,井
川 敬,清水 俊匡,川尻 真也,岩本 直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純: 膠原病および類縁疾患の多

彩な病態 特発性多中心性キャッスルマン病/TAFRO症候群患者を対象とした末梢血T細胞サブセットの解析. 日本

リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 468, 2020.
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川尻 真也,川上 純: リウマチ性疾患診療・研究における人工知能(AI)の関わり リウマチ診療におけるICTとAIの
活用. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 202, 2020.

川上 純,遠藤 友志郎,古賀 智裕,田中 義正,右田 清志,吉浦 孝一郎,佐藤 俊太朗,上松 一永,谷内江 明宏,増本 純也,浦
野 健: FMF トランスレーショナルリサーチから臨床試験へ(Treatment strategy of systemic rheumatic diseases-lessons
from clinical trials). 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 195, 2020.

梶尾 裕,中條 大輔,今川 彰久,安田 和基,霜田 雅之,阿比留 教生,粟田 卓也,大澤 春彦,池上 博司,及川 洋一,香月 健志,
川崎 英二,小澤 純二,島田 朗,高橋 和眞,土屋 恭一郎,長澤 幹,福井 智康,安田 尚史,小林 哲郎,春日 雅人,花房 俊昭:
日本人1型糖尿病の包括的データベースの構築と臨床研究への展開(TIDE-J)(第8報). 糖尿病 63(Suppl.1): S, 2020.

藤田 雄也,松本 聖生,天目 純平,松岡 直紀,古谷 牧子,浅野 智之,佐藤 秀三,鈴木 英二,小林 浩子,渡辺 浩志,古賀 智裕,
川上 純,右田 清志: 自己炎症症候群 ヒドロキシクロロキンのNLRP3インフラマソームに対する作用. 日本リウマ

チ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 393, 2020.

天目 純平,松本 聖生,藤田 雄也,古谷 牧子,松岡 直紀,浅野 智之,佐藤 秀三,小林 浩子,渡辺 浩志,川上 純,右田 清志:
自己炎症症候群 バリシチニブは自然免疫系細胞のインフラマソーム活性化を阻害する. 日本リウマチ学会総会・

学術集会プログラム・抄録集 64回: 392, 2020.

伊藤 文子,堀江 一郎,相川 恵莉加,川原 仁美,酒匂 あやか,中嶋 遥美,二里 哲朗,重野 里代子,原口 愛,夏田 昌子,赤澤

諭,鎌田 昭江,阿比留 教生,川上 純: 日本人1型糖尿病における食事負荷前後のグルカゴン分泌反応に関する検討.
糖尿病 63(Suppl.1): S, 2020.

堀江 一郎,重野 里代子,阿比留 教生,川上 純: 糖尿病と妊娠?up to date? 妊娠糖尿病とグルカゴン分泌異常. 糖尿病

63(Suppl.1): S, 2020.

戎野 朋子,橘 恵,金綱 規夫,寺前 純吾,今川 彰久,阿比留 教生,粟田 卓也,池上 博司,及川 洋一,大澤 春彦,香月 健志,川
崎 英二,小澤 純二,小林 哲郎,島田 朗,高橋 和眞,中條 大輔,土屋 恭一郎,長澤 幹,福井 智康,安田 和基,安田 尚史,梶尾

裕,花房 俊昭: 急性発症1型糖尿病における発症後内因性インスリン分泌低下関連因子 甲状腺自己免疫との関連

(TIDE-J研究). 糖尿病 63(Suppl.1): S, 2020.

塚田 敏昭,宮崎 洋一,一瀬 邦弘,和泉 泰衛: 膠原病領域における拡散強調画像全身MRIの有用性の検討. 日本リウマ

チ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 709, 2020.

羽多野 美香,矢嶋 宣幸,河森 一毅,谷口 夢子,櫻井 康亮,林 智樹,小黒 奈緒,三浦 瑶子,柳井 亮,高橋 良,磯島 咲子,三輪

裕介,佐田 憲映,一瀬 邦弘,吉見 竜介,大野 滋,梶山 浩,佐藤 秀三,下島 恭弘,藤原 道雄: 喫煙と全身性エリテマトーデ

スの疾患活動性との関連性の検討 横断研究 LUNAレジストリーから. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラ

ム・抄録集 64回: 665, 2020.

植木 幸孝,荒牧 俊幸,來留島 章太,内田 智久,寺田 馨,岩本 直樹,一瀬 邦弘,江口 勝美: 当院における関節リウマチ治

療(生物学的製剤・Jak阻害剤)の使用経験. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 643, 2020.

尾藤 大輔,井上 瑛,山崎 有菜,江頭 絵里奈,江藤 潤也,堀江 一郎,川上 純,吉村 達: 膝痛を契機に診断した視床下部性

性腺機能低下症の1例. 日本内分泌学会雑誌 96(1): 360, 2020.

原口 愛,赤澤 諭,相良 郁子,堀江 一郎,阿比留 教生,宇佐 俊郎,川上 純: 妊娠中に重症高血圧を繰り返した原発性アル

ドステロン症の一例. 日本内分泌学会雑誌 96(1): 336, 2020.

二里 哲朗,赤澤 諭,三輪 昌輝,古林 正和,阿比留 教生: 抗原特異的CD4+T細胞と自然免疫系細胞での転写因子IRF4
発現が、NODマウスの糖尿病進展に与える影響の検討. 糖尿病 63(Suppl.1): S, 2020.

増本 純也,重村 倫成,上松 一永,山崎 崇志,谷内江 昭宏,浦野 健,右田 清志,古賀 智裕,川上 純: 自己炎症症候群 無細

胞NLRP3インフラマソーム再構成系によるMuckle-Wells症候群に対する分子標的薬の開発. 日本リウマチ学会総

会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 392, 2020.

辻 創介,岡本 百々子,西畑 伸哉,道辻 徹,遠藤 友志郎,辻 良香,高谷 亜由子,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,
岩本 直樹,井川 敬,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,寶來 吉朗,藤川 敬太,川上 純: IgG4関連疾患(研究) IgG4
関連疾患におけるPET-CTと生検部位の検出率についての検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄

録集 64回: 383, 2020.

川尻 真也,遠藤 友志郎,川上 純: 我が国のRA臨床研究-過去10年とこれからの10年 九州地区多施設共同前向きRA
超音波コホート研究. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 237, 2020.
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数

Impact Factor 値一覧

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.472 5.188 0.928 4.813

総計

0 0 14 14 0 8 57

A-a A-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b
学会

合計 総計

2020 82 1 0 0 0 77 83 4 13 5 2

79

176

論文数一覧

A-a A-b B-eA-d B-b B-c B-dA-e SCI 合計 B-a

2020

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

336.096

65

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

21.006 4.365

B-a B-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b
学会

合計

2020

2020
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藤田 雄也,浅野 智之,松本 聖生,松岡 直紀,天目 純平,佐藤 秀三,古谷 牧子,渡辺 浩志,川上 純,右田 清志: 免疫チェッ

クポイント分子と関節リウマチの自己抗体産生・炎症病態との関係. 日本臨床免疫学会総会プログラム・抄録集

48回: 119, 2020.

寶來 吉朗,石川 博士,岩永 希,和泉 泰衛,松岡 優毅,三浦 史郎,川上 純: 関節リウマチに対するセルトリズマブペゴル

投与中に生じた蕁麻疹様血管炎の1例. 日本臨床免疫学会総会プログラム・抄録集 48回: 112, 2020.

阿部 和也,石川 雄一,藤原 道雄,佐田 憲映,一瀬 邦弘,吉見 竜介,大野 滋,矢嶋 宣幸,梶山 浩,佐藤 秀三,下島 恭弘,北 靖
彦: 全身性エリテマトーデス患者における感染症とステロイド量の関連についての検討 LUNAを用いた

Prospective cohort study. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 618, 2020.

飯塚 友紀,杉山 裕美子,吉見 竜介,國下 洋輔,秀川 智春,櫻井 菜月,小林 幸司,岸本 大河,小宮 孝章,永井 秀人,濱田 直
樹,土田 奈緒美,副島 裕太郎,桐野 洋平,矢嶋 宣幸,佐田 憲映,一瀬 邦弘,梶山 浩,佐藤 秀三,下島 恭弘,藤原 道雄,大野

滋,中島 秀明: SLE・抗リン脂質抗体症候群(臨床) SLE患者におけるHCQ使用によるステロイド減量効果について

LUNAレジストリを用いた横断研究. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 380, 2020.

宮脇 義亜,佐田 憲映,森下 美智子,渡辺 晴樹,松本 佳則,矢嶋 宣幸,吉見 竜介,下島 恭弘,大野 滋,梶山 浩,一瀬 邦弘,佐
藤 秀三,藤原 道雄,和田 淳: SLE・抗リン脂質抗体症候群(臨床) 低疾患活動状態(LLDAS)のSLE患者における副腎

皮質ステロイド投与量と心理的健康観との関連 LUNAレジストリーを用いた横断研究. 日本リウマチ学会総会・

学術集会プログラム・抄録集 64回: 379, 2020.

有馬 和彦,玉井 慎美,岩本 直樹,野中 文陽,折口 智樹,青柳 潔: 肥満遺伝子多型と骨健康の関連 長崎アイランドコ

ホート研究骨衛生活動. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 657, 2020.

原口 愛,重野 里代子,堀江 一郎,酒匂 あやか,伊藤 文子,赤澤 諭,鎌田 昭江,今泉 美彩,阿比留 教生,川上 純: 1型糖尿病

患者における続発性骨粗鬆症と関連因子の検討. 日本骨粗鬆症学会雑誌 6(Suppl.1): 308, 2020.


	★医学部業績集掲載様式

